
批

評

・

紹

介

北
ア

ジ
ア
史
研
究

内

吟

嵐

著

国

鮮
卑
柔
然
突
阪
篇
昭
和
五
十
年
一
月
間
朋
合

出
版
部

A
5
剣

五

三
二
頁

・
何

奴

篇

昭

和

五

十

年

九

月

京

都

同

祉

A
5
判

四

三
八
頁
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本
書
は
、
著
者
が
一
九
三
二
年
に
魔
女
論
文
を
も
の
さ
れ
て
以
来
、
約
四

0

年
聞
に
亙
っ
て
設
表
し
て
と
ら
れ
た
業
績
の
う
ち
、
北
ア
シ
ア
古
代
遊
牧
騎
馬

民
族
史
に
関
す
る
も
の
二
十
六
篇
(
ほ
か
に
評
註
二
貼
附
載
)
を
収
録
し
に
論

文
集
で
あ
り
、
著
者
の
北
ア
ジ
ア
史
研
究
の
集
大
成
と
云
う
べ

き
で
あ
る
。
訂

補
加
筆
は
最
少
限
度
に
と
め
ら
れ
た
の
で
、
ほ
ぽ
原
姿
を
と
と
め
て
お
り
、
論

文
入
手
に
苦
労
し
て
来
た
後
皐
に
と
っ
て
は
一滴
音
で
ゐ
る
。
刊
行
順
序
と
は
前

後
す
る
が
、
伺
奴
値
刷
、
鮮
卑

・
柔
然
・
突
欧
篇
の
牧
載
順
に
紹
介
し
、
併
せ
て

若
干
気
の
つ
い
た
黙
を
申
述
、
へ
て
責
を
果
し
た
い
。

旬
奴
篇
は
九
篇
の
論
放
と
二
課
註
か
ら
な
る
。
①
「
古
代
遊
牧
民
族
の
農
耕

画
家
侵
入
の
員
因
特
に
旬
奴
史
上
よ
り
見
た
る

l
k
一
l
二
七
頁

・
一
九
五

五
年
)
に
お
い
て
は
旬
奴
の
佼
入
の
質
態
と
そ
の
原
因
を
個
別
的
に
検
討
す
る

ζ

と
に
よ
っ
て
、
中
園
に
針
す
る
伺
奴
の
侵
定
原
因
は
付
放
牧
地
の
奪
回
獲

得
口
中
圏
内
に
お
け
る
健
儲
政
権
樹
立
国
物
資
及
び
人
間
の
掠
奪
伺
中

園
か
ら
の
征
討
に
劃
す
る
軍
事
的
針
策
国
交
易

・
裁
幣
の
不
足
に
劃
す
る
報

復

・
威
跡
内
被
支
配
種
族
を
中
闘
が
そ
の
支
配
下
に
牧
め
ん
と
し
た
こ
と

に
桝
到
す
る
報
復
帥
旬
奴
の
内
政
を
撹
乱
せ
ん
と
す
る
中
園
の
陰
謀
に
針
す
る

報
復
刊
草
子
に
削
到
す
る
中
閣
の
趨
遇
低
下
に
劃
す
る
報
復
と
云
う
目
的
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
を
旬
奴
が
貫
現
せ
ん
と
し
た
乙
と
に
あ
っ
た
乙
と
を
明
ら
か
に

し
、
伺
奴
内
の
綴
箆
が
侵
定
の
原
因
と
な
っ
た
事
例
を
文
献
上
か
ら
は
検
し
得

ず
、
却
っ
て
史
上
に
み
と
め
ら
れ
る
旬
奴
の
九
大
飢
縫
の
す
べ
て
は
、
つ
ね
に

彼
ら
の
侵
震
を
停
止
せ
し
め
、
中
闘
に
和
を
求
め
し
め
る
原
因
で
あ
り
、

ζ

の

間
に
お
け
る
伺
奴
諸
部
族
の
中
園
移
住
は
、
雨
漢
へ
の
降
伏
の
形
で
行
わ
れ
た

が、

ζ

の
降
伏
の
主
要
原
因
ζ

そ
、
ス
テ
ッ
プ
の
天
災
あ
る
い
は
戦
禍
に
よ
る

飢
鍾
で
あ
っ
た
と
結
論
、
古
代
遊
牧
民
族
の
「
餓
餓
L

を
も
っ
て
常
に
彼
ら
の

農
耕
園
家
侵
入
の
第
一
義
的
原
因
と
み
な
す
乙
と
は
極
め
て
疑
わ
し
い
と
主
張

す
る
。
乙
れ
は
五
三
年
秋
の
第
九
回
ユ
ー
ラ
シ
ア
皐
曾
大
曾
に
お
い
て
報
告
さ

れ
た
際
に
江
上
氏
と
の
間
で
論
宇
を
ま
き
お
乙
し
、
か
つ
て

『
伺
奴
史
研
究
』

(
一
九
五
三
年
刊
)
上
梓
の
時
鮎
で
の
い
く
つ
か
の
書
評
に
お
い
て
も
、
必
ら

ず
ふ
れ
ら
れ
た
問
題
で
あ
る
が
、

本
書
で
は
〔
追
記
〕
と
し
て
い
門
原
因
の
多
様

性
と
口
武
力
的
優
位
と
騎
馬
戦
法
K
つ
い
て
補
足
さ
れ
、
古
代
遊
牧
民
族
が
し

ば
し
ば
農
耕
魁
家
に
大
侵
入
を
行
な
っ
た
真
因
は
、
彼
ら
の
征
服
欲
、
飽
く
な

き
物
質
欲

・
掠
奪
本
能
を
容
易
に
途
行
さ
せ
て
く
れ
る
武
力
的
優
位
に
あ
り
、

か
っ
そ
の
武
力
を
賀
行
す
る
時
期
は
飢
餓
時
期
で
は
な
く
、
却

っ
て
そ
れ
が
成

功
を
約
束
す
る
食
足
り
、
丘
(多
き
盟
か
な
時
期
で
あ
り
、
中
国
侵
入
を
繰
り
返

し
た
根
本
的
原
因
は
、
騎
馬
戦
法
に
よ
る
武
力
的
優
位
に
針
す
る
自
信
に
あ
っ

た
と
断
じ
て
い
る
。
②

「
旬
奴
源
流
考

」

(
二
九

i
四
六
頁

・
一
九
五
三
年
)

は
そ
の
初
現
及
び
周
代
の
戎
秋
と
の
閥
係
、
倒
奴
な
る
語
義
と
、
そ
の
製
濯
に

つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
旬
奴
語
に
闘
し
て
は
そ
の
後

-Mc--可
-

z
g
r
氏
の
研
究
が
あ
り
、
著
者
が
疑
問
と
し
て
提
出
し
た
中
の
い
く
つ
か
を

説
明
し
て
い
る
。
③
「
何
奴
史
雑
考
|
旬
奴
の
制
度
文
物
l
」
ハ
四
七
|
八
一
一
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頁

-
一
九
四

0
・
五
一
年
)
は
伺
奴
人
の
経
済
生
活
、
建
造
物
、
交
通
、
人

口
、
法
律
、
慣
習
な
ど
に
闘
す
る
考
察
で
あ
る
。
額
脱
が
図
境
防
備
の
壁
盈
で

あ
る
と
し
、
ト
ラ
ン
ス
パ
イ
カ
リ
ア
後
見
の
営
盈
乙
そ
が
旬
奴
の
甑
院
の
退
社

で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
鮎
は
注
目
し
て
よ
い
。
@
「
〈
寧
子
〉
の
格
放
と

〈
旬

奴
寧
子
庭
〉

の
位
置
に
就
て
」

(
八
三
1

一
O
五
頁

・
一
九
五
六
年
〉
箪
子
は

底
大
の
意
を
も
っ
旬
奴
語
の
音
詳
で
、
原
立
日
は

同国円
m
z

に
近
く
蒙
古
語
の

芯
一
mE
と
の
迎
闘
争
指
摘
し
、
乙
れ
が
中
図
で

S
ロ・問

Z
o
と
説
り
骨
持
さ
れ

た
と
す
る
。
閥
単
子
庭
に
つ
い
て
は
「
代
雲
中
の
北
に
笛
る
」
と
云
う
内
蒙
古
に

お
け
る
草
子
庭
の
所
在
地
が
タ
ク
ホ
ト
附
近
で
あ
り
、
ケ
ル
レ
ン
河
畔
の
一
時

的
根
接
地
、
西
に
移
動
し
た
後
の
外
蒙
古
カ
ラ
コ
ル
ム
地
区
の
後
期
草
子
庭
が

オ
ル
ホ
ン
の

エ
ル
デ

ニ
ジ
ョ

l
附
近
に
あ
っ
た
乙
と
を

mm
僚
か
ら
な
る
諸
事

象
に
よ
っ
て
推
定
し
て
い
る
。

伺
奴
の
地
名
考
設
に
一
つ
の
手
が
か
り
と
な

る。

⑤

「
旬
奴
俊
稽

・
滋
邪
二
山
考
」
(
一

O
七
|

一一

四
頁

・
一
九
五
七
年
〉

は
波
稽
山
を
居
延
海
北
二
千
絵
漠
里
に
笛
り
、
草
子
庭
に
近
く
、
同
時
に
天
山

方
面
へ
西
南
下
す
る
通
路
に
近
接
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
現
在
の
推
河
上
源

地
で
あ
る
杭
愛
山
に
比
定
、
後
者
に
つ
い
て
は
駒
井
・
白
鳥

・
丁
謙
の
三
設
が

あ
る
が
、
著
者
は
琢
邪
山
に
関
す
る
諸
事
件
を
綜
合
勘
案
し
た
結
果
、
名
穂
の

類
似
か
ら
推
察
し
て
蒲
類
海
東
の
尼
赤
金
山
設
を
と
る
丁
謙
の
比
定
が
最
も
安

富
で
あ
る
乙
と
ぞ
検
地印
し
て
い
る
。

⑤
「
旬
奴
西
移
考
」

(
一
一
五

i
一
四
一

頁
・
一
九
三
六
年
〉
は

巴
町
内
「

の
唱
え
た
「
ヴ
ォ
ル
ガ
フ
ン
ネ
ン
北
旬
奴
同

一
説
」
を
中
園
史
の
側
か
ら
考
澄
し
て
ζ

の
フ
ン

・
旬
奴
同
族
設
を
全
面
的
に

支
持
し
た
も
の
で
、
著
者
が
伺
奴
・
フ
ン
同
族
論
者
と
し
て
の
立
場
を
間
半
界
に

鮮
明
に
し
た
記
念
す
べ
き
論
孜
で
あ
る
。
⑦
「
旬
奴
の
人
種
鰻
型
に
つ
い
て」

(
一
四
三

l
一
六
五
頁

・一

九
四
八

・
五
二
年
〉
は
中
園
文
献
及
び
考
古
事
的

遺
物
か
ら
旬
奴
の
人
種
を
考
察
し
、
白
色
の
コ
l
カ
サ
ス
人
種
(
少
な
く
と
も

明
ら
か
に
非
蒙
古
系
)
で
あ
る
と
断
定
し
、
乙
れ
に
引
き
か
え
フ
ン
族
が
蒙
古

人
種
で
あ
る
と
し
、
雨
者
の
閥
係
に
つ
い
て
は
蒙
古
に
お
け
る
支
配
部
族
は
前

者
で
、
欧
州
に
お
け
る
そ
れ
は
後
者
が
主
流
を
な
し
た
も
の
と
考
え
、
そ
の
矛

盾
の
解
決
ぞ
西
遜
途
上
に
お
け
る
支
配
種
族
の
交
替
と
奮
支
配
種
族
に
よ
る
悦

般
闘
樹
立
に
求
め
て
い
る
。
③
「
フ
ン
旬
奴
同
族
論
研
究
小
史
」
(
一
六
七
|
二

0
0頁
・
一
九
五

O
年
〉
は
同
族

・
非
同
族
に
関
す
る
今
中
十
世
紀
の
研
究
経
過

を
回
頗
し
、
今
後
の
問
題
の
所
在
を
東
西
古
典

・
言
語
比
較

・
考
古
事
・
人
種

摩
な
と
か
ら
概
観
、
著
者
が
⑦
の
論
文
で
試
み
た
旬
奴
・

フ
ン
の
人
種
的
な
相

違
を
ど
う
解
決
す
る
か
が
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
す
る
。
イ
ノ
ス
ト

ラ
ン
ツ
ェ
フ
の
『
何
奴
研
究
史
』
と
併
せ
よ
め
ば
、
旬
奴
研
究
史
の
全
貌
が
窺

え
る
。
っ
さ
の
@
「
南
何
奴
に
閲
す
る
研
究
L
(

二

O
一
ーー
三
六
五
頁

・
一九一一一

二
・
三
四
・
三
五

・
三
六
年
)
は
既
刊
の
『
旬
奴
史
研
究
』
の
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン

と
も
云
う
べ
き
一
大
峰
篇
で
あ
り
、
本
書
の
旬
奴
篇
で
も
ほ
ぼ
牢
ば
を
占
め
て

い
る
。
乙
乙
で
は
南
旬
奴
の
歴
史
は
遊
牧
民
族
の
農
耕
民
族
へ
の
混
融
の
歴
史

で
あ
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
遊
牧
民
族
が
農
耕
文
化
闘
な
い
し
農
耕
園
家
の
領

土
内
に
移
住
し
た
際
に
い
か
な
る
政
治
上
、
枇
曾
上
、
文
化
上
の
時
皮
革
が
生
ず

る
か
と
云
う
貼
を
南
伺
奴
を
通
じ
て
考
察
す
る
。
著
者
は
南
旬
奴
史
を

I
南
旬

奴
の
中
園
移
住
、

E
貌
耳
目
時
代
の
五
部
伺
奴
、

周
五
胡
凱
及
び
北
貌
時
代
の
伺

奴、

w北
朝
政
局
に
於
げ
る
鮮
卑

・
旬
奴
等
諸
北
族
系
貴
族
の
地
位
の
四
部
に

分
け
て
各
時
代
の
旬
奴
の
生
態
を
鋭
く
追
究
し
て
い
る
。

ー
で
は
新
末
の
群
雄

淫
が
漢
に
反
抗
す
る
矯
に
旬
奴
の
武
力
を
導
入
し
よ
う
と
し
、

摩
子
が
と
れ
を

援
助
し
た
事
は
中
園
に
針
す
る
旬
奴
の
支
配
力
伸
張
、
ひ

い
て
は
中
国
の
臣
官
脚

に
そ
の
意
闘
が
あ
っ
た
鮎
を
指
摘
し
、
か
か
る
目
的
の
旬
奴
の
政
策
が
、
中
園

統
一
を
目
標
と
す
る
光
武
帝
と
衝
突
す
る
の
は
嘗
然
の
成
行
で
あ
り
、
以
下
後

漢
と
旬
奴
の
字
い
を
崎
署
田
な
史
料
を
駆
使
し
て
再
現
す
る
。
つ
い
で
西
暦
四
十

-150一
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年
代
に
入
る
と
数
年
聞
に
亙
っ
て
中
国
を
襲
来
し
て
い
た
緩
皐
が
モ
ン
ゴ
ル
地

方
に
移
り
、
旬
奴
に
猛
烈
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
こ
と
と
、
烏
桓
の
反
叛
に
よ

っ

て
衰
退
へ
の
道
を
た
ど
り
、
途
に
南
北
に
分
立
す
る
経
緯
に
及
び
、
と
の
南
北

分
裂
の
近
因
が
家
督
字
い
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
遠
因
は
草
子
位
の
兄
弟

相
績
に
あ
る
と
し
、
伺
奴
に
お
け
る
翠
子
位
価
継
承
の
原
則
に
言
及
し
、

醤
初
の

父
子
相
綴
制
が
十
四
世
箪
子
の
残
後
に
兄
弟
相
績
制
へ
移
行
す
る
事
情
を
詳
論

す
る
。
な
お
南
勾
奴
の
成
立
要
因
と
し
て
前
記
の
章
子
位
争
い
の
結
果
、
一
者

が
後
漢
の
藩
界
と
な
っ
た
乙
と
に
由
る
と
す
る
通
説
に
加
え
て
、
旬
奴
内
の
早

握
の
被
害
甚
だ
し
く
‘
人
蓄
の
死
亡
が
半
ば
を
過
ぎ
た
と
云
う
事
貨
を
翠
げ
、
ζ

れ
に
閥
連
し
て
①
論
文
で
の
主
張
を
展
開
す
る
。
つ
ぎ
に
後
漢
と
南
旬
奴
と
の

政
治
的
関
係
に
ふ
れ
、
南
寧
子
が
後
漢
に
内
附
し
た
の
は
祖
父
の
呼
韓
邪
寧
子

が
、
宣
帝
か
ら
う
け
た
待
遇
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
乙
と
な
ど
か
ら
雨
者
の
関

係
も
同
一
視
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
付
前
者
は
漢
よ
り
主
権
に

殆
ど
制
限
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
反
し
、
後
者
で
は
そ
れ
が
加
え
ら
れ
て

い
る
乙
と
口
前
者
は
漢
土
中
に
居
住
し
な
か
っ
た
の
に
後
者
は
賓
質
上
漢
土

州
郡
内
に
移
住
の
形
態
を
と
っ
た
乙
と
の
こ
貼
に
根
本
的
差
異
の
あ
る
乙
と
を

指
摘
し
、
そ
の
後
の
雨
者
閥
係
は
西
日コ
l
ト
が
ロ

1
7
帝
国
の
有
力
な
闘
境
防

禦
者
で
あ
っ
た
の
と
似
て
い
る
と
云
う
。
ま
た
光
武
帝
に
よ
る
南
旬
奴
の
中
圏

内
入
居
政
策
の
功
罪
に
つ
い
て
は
、
五
胡
十
六
園
大
飢
の
遠
因
と
し
て
古
来
史

家
の
非
難
す
る
所
で
あ
る
が
、
著
者
は
前
漢
以
来
放
棄
さ
れ
た
北
迭
州
都
を
回

復
し
、
北
伺
奴
を
モ
ン
ゴ
ル
地
方
よ
り
西
移
さ
せ
る
基
因
を
作
り
、
二
世
紀
徐

に
亙
る
安
法
安
民
を
確
立
し
た
貼
を
一
回
向
く
許
償
す
る
。
南
旬
奴
の
内
部
的
な
統

治
機
構
、
枇
曾
の
本
質
は
旬
奴
と
殆
ど
獲
り
な
い
が
、
内
移
に
よ
っ
て
部
分
的

に
祉
曾
的
幾
動
が
起
っ
た
乙
と
を
部
族
の
構
成
上
の
出
変
化
、
南
軍
子
の
統
制
力

の
漸
減
あ
る
い
は
被
支
配
部
族
の
離
反
な
ど
か
ら
生
ず
る
弱
値
化
の
過
程
を
通

し
て
見
て
い
る
。

E
で
は
自
主
濁
立
性
が
衰
え
、
内
部
的
崩
壊
、
南
軍
子
の
圏

外
遁
放
、
さ
ら
に
鮮
卑
の
強
盛
と
と
も
に
諸
部
族
の
外
奔
傾
向
が
激
化
し
て
章

子
政
治
は
終
末
に
近
づ
き
、

曹
操
に
よ
る
五
分
割
は
統

一
的
園
家
と
し
て
の
存

在
を
破
ら
れ
、
完
全
に
そ
の
自
主
性
を
失
な
っ
て
ゆ
く
事
情
が
読
か
れ
る
。
ま

た
貌
菅
時
代
の
南
軍
子
の
氏
と
種
に
闘
し
て
笛
時
の
南
軍
子
が
古
来
の
旬
奴
草

子
王
室
以
外
の
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
岡
崎
設
に
封
し
、
南
軍
子
の
系

統
は
後
漢
末
一
時
断
紹
し
、
か
つ
貌
管
に
お
い
て
明
瞭
を
飲
く
が
、
南
寧
子
位

は
古
来
の
草
子
氏
族
以
外
の
氏
族
の
手
に
移
っ
た
の
で
は
な
く
、
引
き
つ
づ
き

寧
子
氏
族
に
よ
っ
て
縦
一
蔑
さ
れ
た
も
の
と
反
論
し
て
い
る
。
つ
い
で
五
部
伺
奴

人
の
生
活
紋
態
に
ふ
れ
、
部
民
は
中
園
戸
籍
外
に
あ
っ
た
が
、
租
税
は
編
戸
に

類
す
る
負
揺
を
し
た
ら
し
い
貼
か
ら
し
て
、
劉
氏
を
別
と
し
て

一
般
に
は
困
窮

の
生
活
を
迭
っ
て
い
た
と
と
を
論
議
、
か
く
し
て
中
国
軍
隊
の
兵
士
化
、
家
々

の
強
制
移
住
、
小
胡
の
流
亡
な
ど
に
よ
っ
て
乙
の
時
代
の
大
多
数
の
旬
奴
人

が
、
中
園
枇
曾
へ
混
融
の
紋
態
で
あ
っ
た
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

E
で
は
前

・
後
越
、
北
涼
、
夏
に
お
け
る
旬
奴
の
欣
態
を
述
べ
、

首
時
の
旬
奴
が
種
族
的

純
粋
性
を
失
い
つ
つ
も
一
部
で
は
民
族
的
意
識
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
五
胡
飢
時
代
に
翠
子
政
治
が
復
活
す
る
の
は
草
に
支
配
下
の
遊
牧
民

族
の
懐
古
的
敬
慕
の
情
を
利
用
す
る
乙
と
以
外
に
、
賞
際
に
旬
奴
的
園
家
機
構

を
復
活
し
よ
う
と
す
る
目
的
の
あ
っ
た
乙
と
を
論
詮
し
た
。
つ
ぜ
つ
い
て
北
裂
に

お
い
て
は
拓
政
と
伺
奴
濁
孤
部
の
関
係
を
述
、
べ
、
濁
孤
氏
一
門
の
北
朝
、
階
唐

に
お
け
る
繁
栄
を
例
設
と
し
て
、
旬
奴
部
族
君
長
の
中
園
名
門
化
、
政
治
的
貴

族
化
へ
の
経
過
を
指
摘
し
た
。

N
で
は
北
貌
に
お
け
る
道
武
帝
の
北
族
群
の
底

分
(
部
の
解
散
H
二
重
鍾
制
の
排
止
〉
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
愛
生
し
た
北
方
系

貴
族
が
そ
の
の
ち
北
貌

・
北
部
門
・
北
周
の
諸
王
朝
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
政
治

的
地
位
を
え
、
そ
の
政
局
に
い
か
よ
う
な
影
響
を
奥
え
た
か
と
云
う
問
題
を
取
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上
げ
、
部
の
制
度
、
解
散
の
事
情
、

八
開
制
、
北
族
系
貴
族
の
冷
遇
と
北
族
武

人
の
不
満
、
法
相
明
北
族
の
賎
民
化
な
ど
か
ら
遂
に
北
人
の
撞
頭
が
北
貌
滅
亡
舎

も
た
ら
す
過
程
ま
で
を
考
祭
す
る
。

つ
い
で
費
周
政
局
に
占
め
る
北
族
の
地

位、

乙
と
に
北
郊
に
お
け
る
鮮
卑
の
俊
勢
さ
を
、
伺
奴
系
の
北
周
と
針
比
し
て

説
明
し
、
北
周
の
雌
姓
復
活
、
周
官
施
行
の
目
的
が
北
人
の
反
淡
思
想
、
復
古

思
想
を
助
長
し
、

漢
鐙
混
融
せ
し
め
て
大
門
閥
の
愛
生
、
進
出
を
防
止
し
よ
う

と
云
う
深
慮
か
ら
出
た
貼
に
注
目
し
て

い
る
。

ま
に
こ
の
時
代
は
言
語
習
俗
な

ど
鮮
卑
色
が
波
厚
で
あ
り
、
や
が
て
陥
の
調
整
を
総
て
唐
代
の
漢
畿
融
合
の
佐

倉
文
化
の
出
現
を
見
る
わ
け
で
あ
る
が
、
何
奴
に
つ
い
て
も
資
氏
族
は
北
貌
時

代
は
や
く
も
中
闘
文
化
に
浴
し
た
が
、

多
く
の
群
小
氏
族
は
北
野
北
問
時
代
に

一
彪
鮮
卑
化
の
洗
践
を
通
し
て
陪
唐
時
代
に
は
じ
め
て
中
国
一
世
曾
内
に
融
合
し

た
も
の
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

以
来
、
南
伺
奴
に
闘
し
て
は
ほ
ぼ
著
者
の
研
究
が
謬
界
で
も
通
説
と
な
り
、

後
撃
の
多
く
が
引
用
思
惑
を
う
け
て
来
た
が
、
谷
川
氏
が
若
干
の
疑
問
と
補
足

と
も
云
え
る
見
解
を
呈
し
て
い
る
の
で
附
記
し
て
お
と
う
。
同
氏
に
よ
る
と
、

劉
淵
に
自
立
ぞ
う
な
が
し
に
劉
宣
の
言
葉
に
あ
る

「
菅
潟
無
道
、
奴
澱
御
我
」

を
著
者
は
身
分
上
の
縦
念
と
し
て
の
奴
殺
の
意
味
と
し
て
受
取

っ
て
い
る
が
、

(筆
者
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
理
解
し
な
か
っ

た
J

乙
れ
は
奴
殺
の
ご
と
く

と
比
喰
的
に
調
む

べ
き
で
あ
り
、
「
我
」
は
「
五百」

に
針
立
す
る
旬
奴
全
飽
と

解
す
べ
き
で
あ
る
と
と
。
ま
に
著
者
が
説
く
と
乙
ろ
の
雨
越
政
機
の
伺
奴
悶
家

的
性
格
と

胡
決
融
合
欣
況
の
か
か
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
の
見
解
が
不
明
瞭
と

し、

貴
族
と
民
衆
と
の
相
互
結
合
を
保
設
す
る
と
乙
ろ
の
遊
牧
枇
舎
の
自
由
飽

制
乙
そ
が
伺
奴
的
世
界
の
成
立
原
理
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
、

従
っ
て
雨

組
閣
家
の
伺
奴
的
性
格
を
考
察
す
る
根
本
硯
黙
は
、

著
者
の
云
う
よ
う
な
制
度

・
風
俗
の
有
組
問
題
で
は
な
く
、
乙
の
原
理
そ
の
も
の
の
有
無
に
お
く
べ
き
乙

と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
碍
聞
に
針
す
る
不
服
従
に
つ

い
て
著
者
が
「
胡
夷
は

潟
主
石
氏
の
政
治
を
悪
政
と
は
考
え
な
か

っ
た
設
」

と
す
る
の
に
封
し
、
由
汁
聞

不
服
従
U
石
氏
政
治
の
肯
定
で
は
な
く
、
関
家
と
民
衆
の
連
常
闘
係
に
思
い
を

致
す
べ
き
で
、
上
記
の
伺
奴
的
世
界
の
構
造
原
理
が
生
き
て
い
る
乙
と
を
橡
想

せ
し
め
る
例
と
見
て
い
る
。
著
者
の
見
解
が
ま
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

品
甘
末
に
後
漢
書
南
伺
奴
侍
と
育器一国
北
欽
伺
奴
停
の
謬
註
が
附
載
さ
れ
て
い
る

(
三
六
七
1

四
一
四
頁
)
。
著
者
の
史
記

・
漢
書
旬
奴
停
謬
註
(
東
洋
文
庫
川

騎
馬
民
族
史
l
所
牧
)
に
綴
く
性
絡
の
も
の
で
あ
り
、

⑤
の
基
本
史
料
と
し
て

識
者
の
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。

鮮
卑

・
柔
然

・
笑
同
州
篇
は
長
短
十
七
篇
の
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
⑧

「
烏

桓
鮮
卑
の
源
流
と
初
期
批
曾
構
成
古
代
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族
の
生
活

i
」

(一

l
九
三
頁

・
一
九
四
三
年
)
西
暦
一
世
紀
中
葉
か
ら
三
世
紀
中
葉
に
至
る

約
二
世
紀
聞
の
蒙
古
の
歴
史
は
、
旬
奴
の
波
落
か
ら
烏
桓

・
鮮
卑
の
興
起
を
経

て
鮮
卑
の
制
覇
に
至
る
の
で
あ
り
、
上
代
蒙
古
史
上
に
お
け
る
烏
桓
・
鮮
卑
族

の
位
置
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
著
者
は
か
か
る
意
味
か
ら
鳥
桓
族
の
源
流

・

習
俗
お
よ
び
漢
三
園
時
代
に
於
け
る
活
躍
を
詳
述
し
、
鮮
卑
に
も
言
及
し
た
。

烏
丸
と
云
う
名
格
は
腕
義
来
附
の
意
で
あ
る
と
鈍
書
官
氏
志
の
記
載
を
巨
設
と

し
て
指
摘
し
て
い
る
。
以
下
、
倒
奴
と
漢
の
中
聞
に
位
置
し
て
爾
者
の
抗
宇
の

間
隙
を
縫
っ
て
、
巧
み
に
勃
興
し
て
く
る
烏
桓
族
の
生
態
を
採
り
、
烏
桓

・
鮮

卑
の
習
俗
刑
罰
な
ど
を
考
察
し
、
つ
い
で
後
漢
中
期
以
後
に
お
け
る
雨
者
の
消

長
に
ふ
れ
、

出
馬
桓
族
の
浪
散
と
鮮
卑
族
の
興
隆
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
貌
E

回以

後
に
烏
桓
諸
族
が
鮮
卑

・
旬
奴

・
漢
と
融
合
し
て
い
っ

た
経
緯
に
つ

い
て
は
馬

長
議
や
桃
被
元
が
多
く
述
べ

て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪

「
貌
書
序
紀
特
に
其
世
系
記
事
に
就
て
拓
政
政
権
の
成
立
過
程
を
示
す

も
の
」
(
九
五

l
一
一
八
頁

・
一
九
三
七
年
)
は
著
者
が
前
述
の
⑤
の
W
と

-152ー



325 

プ
ン
旬
奴
同
族
説
に
最
も
重
要
な
関
連
の
あ
る
貌
代
の
莱
特
園
問
題
研
究
の
際

に
、
貌
書
特
に
序
紀
と
西
域
即
時
に
闘
し
て
一
見
解
を
得
て
い
た
が
、
士
山
田
氏
の

「
代
王
世
系
批
判
門
」
が
出
た
の
で
そ
れ
に
謝
す
る
反
論
と
し
て
執
筆
し
に
も
の

で
あ
り
、
志
田
氏
が
南
朝
側
史
料
ぞ
是
と
し
て
序
紀
は
作
矯
に
充
つ
も
の
と
す

る
の
に
針
し
、
北
朝
側
史
料
を
重
制
す
べ
き
乙
と
を
主
張
し
て
、
そ
の
信
窓
性

を
論
議
し
た
。
⑫
「
北
貌
封
口
巴
制
度
考
」
(
一
一
九
|
一

三
九
頁

・
一
九
五
六

年〉

は
北
貌
の
制
度
の
中
で
も
疑
問
貼
が
残
さ
れ
て
い
る
地
方
行
政
組
織
と
関

連
し
て
、
ま
ず
封
邑
制
度
に
つ
い
て
考
察
、
北
貌
時
代
の
封
建
領
主
的
な
も
の

は
有
封
邑
者
で
な
く
、
む
し
ろ
溢
地
の
豪
族
で
、
か
つ
兵
権

・
行
政
権

・
司
法

植
を
ば
袋
ね
有
し
た
世
間
世
地
方
官
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
乙
と
を
提
起
す
る
。

⑬
「
後
貌
刑
官
考
」
(
一
四
一
1
l
一
六
=
一
頁

・
一
九
四
一
年
〉
で
は
司
法
部
円

で
あ
る
刑
官
組
織
を
要
述
し
、
J

初
世
に
は
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族
的
制
度
を
残
し

て
お
り
、
そ
の
の
ち
は
中
園
上
代
の
通
制
と
ほ
ぼ
同
じ
な
る
も
、
な
お
そ
の
聞

に
濁
自
の
も
の
の
あ
る
乙
と
も
指
摘
し
た
。
⑬
「
後
貌
通
貨
に
閲
す
る
二

・
三

の
問
題
」
(
一
六
五
l

一
八
三
頁

・
一
九
六

O
年
)
で
は
太
和
五
銑
の
初
鏡
、

六
世
紀
初
頭
の
北
貌
の
通
貨
事
情
、
通
貨
の
償
値
な
ど
銭
貨
の
鍛
造
と
流
通
に

つ
い
て
の
考
察
で
あ
り、

貨
幣
に
造
詣
の
深
い
著
者
の
謬
殖
の
一
端
が
う
か
が

わ
れ
る
。
⑮
「
後
貌
の
戸
口
数
に
つ
い
て
」
(
一
八
五
|
一
一
一
一
頁
・
一
九
六

三
年
)
は
そ
の
概
数
を
推
察
す
る
が
、
附
載
の
三
崎
和
郎
氏
編
「
貌
書
地
理
志

戸
口
一
統
計
表
」
は
滋
時
の
図
勢
を
知
り
え
て
便
利
で
あ
る
。
⑮
「
貌
書
刑
罰
志

飲
築
考
」
(
二
一
=
一
二
二
三
頁

・
一
九
六

O
年
)
は
刑
罰
志
に
倣
業
が
一
枚
ゐ

る
こ
と
を
設
見
、

宋
板
間
府
元
亀
と
遇
地
(を
基
に
復
原
輯
補
を
行
な
い
、
同

時
に
人
身
費
買
に
闘
す
る
法
規
、
解
務
、
識
者
の
見
解
な
ど
を
明
瞭
に
知
り
う

る
よ
う
に
し
た
。
な
お
内
田
智
雄
氏
編
『
謝
辞
注
中
国
歴
代
刑
法
志
』
は
乙
れ
を

参
照
し
つ
つ
も
、
著
者
の
復
原
方
法
に
は
若
干
の
疑
問
鮎
あ
り
と
し
て
直
接
静

嘉
堂
本
冊
府
元
勉
に
よ
っ
て
謬
注
し
た
た
め
、
通
典
の
み
に
あ
る
「
固
可
腐
絞

刑
」
の
五
字
は
収
録
し
て
い
な
い
。
⑫

「
北
湾
律
令
考
」

(
一
一
一
一
五
|
二
五
二

頁
・
一
九
四
五
年
〉
、
⑬
「
北
周
の
律
令
格
式
に
つ
い
て
」
(
二
五
三
|
一
一
七

一

頁

・
一
九
四
九
年
)
は
い
ず
れ
も
惰
唐
律
令
の
基
礎
と
な
っ
た
爾
者
の
律
令
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

⑬
「
柔
然
族
に
閥
す
る
研
究
」
(
二
七
三
|
一一一
一
八
頁

・
一
九
五

O
年
)
で

は
四
世
紀
中
葉
か
ら
六
世
紀
中
葉
ま
で
約
二
世
紀
聞
の
蒙
古
に
興
隆
し
た
柔
然

族
に
闘
し
て
、
従
来
等
閑
観
さ
れ
て
き
た
そ
の
興
亡

・
習
俗
・
文
化
な
ど
に
つ

い
て
の
研
究
を
す
す
め
、
同
時
に
白
鳥

・
藤
田
爾
博
士
の
設
表
し
た
可
汗
践
の

原
語
解
裂
や
種
族
問
題
・
地
名
の
比
定
な
ど
に
も
言
及
し
た
。
@
「
柔
然
の
滅

亡
年
に
つ
い
て
」
(
一
二

一
九
l
=
一
二
三
頁

・
一
九
五
八
年
〉
は
柔
然
が
突
廠
に

よ
っ
て
撃
滅
さ
れ
た
と
す
る
五
五
五
年
設
の
笛
否
に
つ
い
て
考
察
、
五
五
五
年

柔
然
可
汗
郵
叔
子
ら
千
徐
家
の
潰
滅
を
以
て
柔
然
の
滅
亡
と
速
断
す
る
ζ

と
の

謀
り
で
あ
る
乙
と
を
論
じ
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
料
に
テ
ュ
ル
ク
が
ア
ヴ

7
1
ル
を
撃

破
し
た
の
を
「
テ
ナ
ル
ク
可
汗
が
エ
フ
タ
ル
を
征
服
し
た
五
五
八
|
五
六
八
年

以
後
」
と
矛
盾
す
る
も
の
で
な
く
、
柔
然

・
ア
ヴ
ア

|
ル
同
族
読
を
否
定
す
る

材
料
と
な
ら
ぬ
ζ

と
を
明
言
し
て
い
る
。
@
「
嬬
鰭
の
寄
多
羅
月
氏
領
バ
ル
ク

地
方
侵
入
に
つ
い
て
」
(
三
二
五
1

一一一一一一
九
頁

・
一
九
五
九
年
)
は

E
円
宮
『

氏
ら
の
主
張
し
た
も
う
一
つ
の
同
一
説
不
成
立
の
根
援
で
あ
る
「
麟
儒
の
西
境

は
、
乙
の
同
一
一
腕
を
正
骨
固
化
す
る
程
十
分
に
は
、
西
方
に
達
し
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
英
主
、
枇
街
可
汗
の
と
き
で
す
ら
、
西
は
穴

Z
Z同
E
r『
に
淫
せ

る
の
み
。
師明
同日
及
び
イ
リ
の
民
族
の
ほ
か
と
は
、
儒
儒
は
西
方
民
族
と
全
く
交

渉
を
も
た
な
か
っ
た
。
」
と
の
見
解
に
検
討
を
加
え
、
螺
嬬
勢
力
が
ア
フ
カ
ニ

ス
タ
ン
に
伸
張
、
キ
ダ
l
ラ
ク
シ
ャ
ン
攻
撃
の
吠
況
、
そ
の
影
響
な
ど
を
明
ら

か
に
し
、
五
世
紀
に
嬬
螺
の
西
進
部
族
が
バ
ル
ク
地
方
ま
で
進
出
し
て
い
た
ζ
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と
を
論
謹
し
て
い
る
。
②

「
柔
然
時
代
蒙
古
史
年
表
」
(
一
二
四
一
ー
ー
三
九
六
頁

.
一
九
四
四
年
〉
は
中
古
蒙
古
史
の
編
年
史
的
整
理
を
意
図
し
た
も
の
で
、
類

似
の
も
の
と
し
て
は
近
刊
の
中
関
科
摂
民
歴
史
明
究
所
編
『
一
案
件
出
資
料
鰐
録
』

に
「
散
見
ι

資
料
編
年
綿
鍛
」
が
あ
る
。
ゐ
}
「
柔
然

(
防
府
)
ア
ヴ
ァ

l
ル
同
族

論
考
」
(
三
九
七
|
四
一
一

一
頁

・
一
九
六
二
年
)
柔
然
の
瓦
解
と
時
を
同
じ
う

し
、
ピ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
は
東
方
に
お
い
て
か
つ
て
ス
キ
タ
イ
全
種
族
中
、
最
強

の
種
族
で
あ
っ
た
ア
ヴ
ァ

l
ル
族
と
云
う
遊
牧
騎
馬
民
族
が
六
世
紀
中
葉
に

吋
ξ
r
に
蛾
減
き
れ
、
そ
の
一
部
は
難
を
さ
け
て
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
関
内
に
逃
れ

来
っ
た
乙
と
を
記
録
し
て
い
る
。
乙
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
入
っ
た
遊
牧
騎
馬
民
族

ア
ヴ

ァ
l
ル
民
族
を
以
て
モ
ン
コ
リ
ア
毅
生
の
柔
然
族
の
西
に
移
れ
る
一
枝
で

あ
ろ
う
と
最
初
に
推
定
し
た
の
は
、
十
八
世
紀
の
り
o
O
E
m
Z切
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
付
柔
然
が
突
廠
に
撃
破
さ
れ
る
以
前
は
北
秋
第
一
の
強
者
で

あ
っ
た
乙
と
は
、
中
間
正
史
の
明
記
す
る
と
ζ

ろ
で
あ
る
の
に
針
し
、
テ
オ
フ

イ
ラ
ク
ト
は
テ
み
ル
タ
に
破
ら
れ
る
前
の
ア
ヴ

7
1
ル
が
全
ス
キ
タ
イ
す
な
わ

ち
東
方
民
族
中
の
最
強
者
と
の
記
事
、
口
さ
ら
に
柔
然
は
テ
ュ
ル
ク
に
破
ら
れ

る
と
、
そ
の
一
部
は
西
貌
に
逃
入
し
た
が
、
テ
オ
フ
イ
ラ
ク
ト
は

《
ア
ヴ
ア
ー

ル
は
テ
ュ
ル

ク
に
撃
破
さ
れ
る
と
、
そ
の
一

部
が

吋

2
m
g
な
る
園
に
逃
入

し
た
》
と
記
録
し
て
い
る
。
と
の
吋

2
m
g
は
そ
の
前
後
の
記
述
よ
り
み
て
、

中
闘
を
さ
す
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
ζ

ろ
テ

ュ
ル
ク
に
破
ら
れ
て

中
園
に
逃
入
し
た
強
力
な
遊
牧
民
族
は
柔
然
以
外
に
は
存
し
な
い
か
ら
、
乙
れ

ζ

そ
同
一
を
示
す
明
設
、
国
ア
ヴ

ァ
l
ル
君
主
が
柔
然
可
汗
枇
街
の
採
用
し
た

「
可
汗
」
の
腕
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
乙
の
訟

を
再
吟
味
し
、

《
タ
ウ
ガ
ス
の
君
主
を
紳
の
子
の
意
味
担
イ
シ
ャ
ン
と
呼
ん

だ
》
と
云
う
の
を
太
上
の
音
篤
と
論
じ
た
り
、

玄
c
rーュ
を

の

E
g
g
s
設

の
勿
士
ロ
に
柏
田
て
る
を
安
省
と
し
、
ま
七
共
に
轟
に
関
連
す
る
種
族
名
を
有
す
る

と
の
設
を
支
持
す
る
な
ど
補
強
に

つ
と
め
、
ー
は
お
の

-Z〈
2
5臼
は
結
論
で

は
同
族
論
否
定
で
あ
る
が
|
ア
ヴ
ァ

l
ル
と
ビ
ザ
ン

チ
ン
帝
国
と
の
交
渉
史
上

に
あ
ら
わ
れ
る
彼
ら
の
騎
馬
遊
牧
を
基
盤
と
す
る
数
々
の
生
活
様
式
、
一
枇
曾
組

織
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
東
ア
ジ
ア
愛
生
を
示
し
て
い
る

と
と
を
、

官
名

・
榊
髪

・
魔
術
な
ど
に
闘
す
る
も
の
の
上
か
ら
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
。
風
俗
習
慣
の
一
致
だ
け
で
は
紹
射
的
な
詮
援
と
は
な
ら
な
い
が
、

副
次
的
諮
左
と
し
て
は
無
視
で
き
ぬ
と
さ
れ
る
。

(UZ〈
2
2臼
と
と
も
に
同

族
論
否
定
の
結
論
を
と
る

Z
E日
丘
四
の
多
く
の
論
置
に
つ
い
て
も
著
者
は
巧

み
に
乙
れ
を
同
一
論
の
傍
震
と
し
て
利
用
す
る
。
そ
の
結
果
、
巨
視
的
に
見
て

多
く
の
事
象
は
、
柔
然
と
ア
ヴ
ァ

l
ル
と
の
同
一
を
示
し
て
い
る
と
同
族
論
の

安
嘗
な
る
乙
と
を
論
考
し
た
。

@
「
貌
略
の

〈
北
丁
令
〉
に
つ
い
て
」
(
四
二
三
四
い
八
頁

・
一
九
五
八

年
)
は
貌
略
の
ζ

の
記
事
に
劃
す
る
護
氏
の
疑
問
に
つ
い
て
、

ζ

の
記
事
は
そ

の
笛
時
の
丁
令
の
廃
布
の
状
況
を
や
や
無
秩
序
に
記
述
し
た
も
の
と
理
解
、
三

世
紀
中
葉
に
丁
令
族
は
パ
イ
カ
ル
湖
南
の
み
で
な
く
、
キ
ル
ギ
ス
ス
テ
ッ
プ
地

方
に
も
放
牧
し
て
い
た
乙
と
を
明
瞭
に
知
り
う
る
史
料
で
あ
る
と
し
、
と
の
事

貨
は
ト

ル
コ
民
族
史
乃
至
は
古
代

ユ
ー
ラ
シ
ア
史
研
究
上
の
重
要
事
項
と
指
摘

す
る
。
③
「
西
突
腕
初
世
史
の
研
究
」
(
四
二
九
|
四
九
三
頁
・
一
九
六
四
|

七

O
年
)
西
突
阪
の
歴
史
に
つ
い
て
は
既
に
色
ん
な
角
度
か
ら
多
く
の
研
究
が

な
さ
れ
た
が
、
初
期
の
歴
史
に
つ
い
て
は
未
だ
明
瞭
で
な
い
部
分
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
は
西
突
両
側
初
世
史
上
、
未
解
決
の
問
題
及
び
そ
れ
と
関
連
す

る
東
突
阪
史
上
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
も
の
で
、
室
貼

蜜
時
代
、
逮
頭
可
汗
時
代
、
統
葉
護
可
汗
の
ベ
ル
シ
ア
経
営
の
三
部
か
ら
な

る
。
突
蕨
の
自
立
時
期
は
通
例
五
五
一
年
ど
ろ
に
お
く
が
、
そ
れ
よ
り
さ
き
濁

立
態
勢
は
五
三
三
年
ど
ろ
と
見
る
。
ま
に
室
勤
蜜
と
突
同
開
碑
文

r
s
B一
と
の
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同
異
に
ふ
れ
、
六
世
紀
に
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
を
征
服
し
た
室
貼
蜜
は
、
始
祖
の

名
を
あ
や
か
り
稽
し
た
一
葉
穫
に
過
ぎ
ぬ
と
従
来
の
定
説
を
否
定
す
る
な
ど
、

い
く
つ
か
の
新
見
解
を
も
加
え
つ
つ
未
確
定
な
年
時
の
確
定
、
東
西
史
料
の
針

比
な
ど
に
つ
い
て
内
外
の
論
者
を
博
捜
引
用
し
て
室
黙
蜜
か
ら
統
葉
護
に
至
る

西
突
廠
初
世
史
の
詳
細
な
通
史
的
叙
述
を
試
み
、
突
廠
史
に

一
素
材
を
提
供
し

た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
問
題
が
問
題
だ
け
に
、
異
論
も
少
な
く
な
い
。

護
氏
は
著
者
の
説
く

突
臓
の
源
流
に
ふ
れ
て
、
果
し
て
祖
先
停
設
の
ど
乙
ま
で
が
歴
史
的
事
貫
の
反

映
と
考
え
る
べ
き
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
停
設
相
互
に
系
統
の
差
異
、
史
料
的
傾
値

の
軽
重
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
乙
れ
ら
を
た
く
み
に
組
合
わ
せ
て
歴
史
を
再

構
成
し
た
貼
に
問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
疑
義
を
呈
す
る
。
ま
た
阿
賢
設
に

つ
い
て
は
、

著
者
が

。
問
。
-
設
に
賛
意
を
示
し
、
阿
賢
設
の
賢
設
を

rF}同
院

(
賢
き
)
山
立
の
立
日
課
と
見
、
「
オ
ゲ
ル
博
士
は
ζ

れ
を
旬
奴
の
左
右
賢
王
の

放
に
比
し
て
い
る
が
、
京
師
突
阪
寺
碑
文
に
は
『
小
大
賞
戸
、
左
右
賢
王
』
の

稽
が
見
え
博
士
の
推
察
を
一一実
つ
け
て
い
る
」
と
す
る
の
に
射
し
、
阿
を
捨
て
て

賢
だ
け
と
り
上
げ
、
そ
れ
を
伺
奴
の
賢
王
に
む
す
び
つ
け
る
と
と
の
非
を
指

摘
、
阿
賢
は
何
か
突
恢
語
の
音
篤
で
あ
ら
う
と
し
て
い
る
。
阿
賢
説
を
質
在
の

突
限
阿
史
那
氏
の
租
先
の
一
人
と
見
る
と
と
に
も
反
封
、
閣
内
説
上
の
君
主
で
賓

在
が
疑
わ
し
い
と
す
る
松
田
設
に
左
祖
す
る
。
内
藤
氏
は
メ
ナ
ン
デ
ル
の
記
録

に
、
タ
ル
ド
ウ
は

ト
ゥ
ル

ク
サ
ン

ト
ス
の

O
B巴
B
Oロ
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

あ
り
、
乙
の

o
ヨ
巳
ョ
。
ロ

に
は
親
戚
閥
係
と
兄
弟
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る

が
、
兄
弟
に
は
立
o
f
r
g
と
云
う
明
確
な
言
葉
が
あ
り
、

ζ

れ
を
使
用
し
て

い
な
い
か
ら
乙
乙
は
親
戚
の
意
味
に
と
る
べ
き
で
、
都
六
と
同
音
で
あ
る
が
、

淫
頭
タ
ル
ド
ウ
の
子
で
な
い
か
ら
と
断
じ
、
著
者
の
よ
う
に
都
六
に
ト
ゥ
ル
ク

叶
ン
ト
ス
を
比
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。
③
「
初
期
葛
遼
線

(
同
内

R-cr〉
族
史
の
研
究
」
(
四
九
五
|
五

O
九
頁

・
一
九
六
八
年
)
は
七
|

十
二
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
で
活
躍
し
た
古
ト
ル
コ
系
民
族
の

一
つ
で
あ
る
カ
ル

ル
ク
族
に
関
す
る
諸
記
録
は
断
片
的
で
一
貫
し
た
足
ど
り
を
示
す
も
の
が
な

く
、
特
に
初
期
の
カ
ル
ル
ク
族
に
針
す
る
記
録
は
中
園
古
典
中
に
散
見
さ
れ
る

に
過
ぎ
な
い
の
で
、

ζ

れ
ら
断
片
的
な
記
録
を
整
理
し
て
カ
ル
ル
ク
勃
興
史
の

編
年
史
的
叙
述
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
西
突
販
を
は
じ
め
中
央
ア
ジ
ア
史
の
全

貌
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
云
い
う
る
。

以
上
が
本
書
一
関
篇
全
論
孜
の
紹
介
で
あ
る
。

何
し
ろ
千
頁
近
い

E
加
で
あ

り
、
扱
う
領
域
・
分
野
は
出国
範
に
わ
た
り
、
多
岐
、
多
援
な
議
論
、
見
解
が
展

開
さ
れ
て
い
る
ζ

と
と
て
、
皮
相
の
観
察
に
す
ぎ
な
い
黙
は
著
者
な
ら
び
に
識

者
も
諒
と
さ
れ
た
い
。
な
お
全
閣
胞
を
通
じ
て
の
問
題
と
し
て
は
著
者
の
も
っ

と
も
得
意
と
す
る
伺
奴
・
フ
ン
同
族
論
と
、
柔
然
〈
嬬
腕
)
・
ア
ヴ
ァ
l
ル
同

族
論
が
あ
り
、
エ
フ
タ
ル
の
動
向
も
ま
た
看
過
し
え
な
い
が
、
す
で
に
輿
え
ら

れ
た
紙
数
も
護
き
て
い
る
の
で
、

ζ

れ
が
論
評
は
別
の
機
曾
に
ゆ
づ
り
、

ζ

乙

で
は
榎
氏
ら
と
の
見
解
の
相
還
が
、
主
と
し
て
貌
書
西
域
停
の
解
稗
の
如
何
に

甘指
図
す
る
乙
と
か
ら
、

著
者
の
別
稿
「
貌
香
西
減
停
原
文
考
寝
」
(
本
誌
二
九

l
一・

三

O
!二
・
一
二
、
三
一

ー
ー
一二〉

に
よ
る
識
者
の
剣
断
に
ゆ
だ
ね
て
純
筆

す
る
。著

者
の
菊
祭
を
新
る
と
と
も
に
、
教
育
に
研
究
に
議
化
に
ま
す
ま
す
そ
の
恩

還
を
加
え
ら
れ
ん
ζ

と

を

願

っ

て

や

ま

な

い

。

(

大

津

陽

典

〉

追
記
の
⑤
南
極
あ
)③
は
か
つ
て

『
旬
奴
史
研
究
』

に
牧
載
さ
れ
た
も
の
、

林
章
氏
(
本
誌
十
三
|
一
一
一
)
と
筆
者
(
立
命
館
文
拳
一
一
一
)
の
書

評
が
あ
る
。
な
お
本
稿
執
筆
中
に
梅
村
坦
氏
の
『
鮮
卑
柔
然
突
蕨
篤
』

(
史
皐
雑
誌
八
四

l
二
一
)
、
脱
稿
後
に
海
図
勅
氏
の
『
旬
奴
篇
』

(
向
誌
八
五
|
六
〉
の
書
評
が
出
七
。
併
せ
参
着
さ
れ
た
い
。
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